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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成⾧手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役社⾧
石本 龍則

豊かな時を醸す。酒と地域の未来に貢献する。
日本酒がもたらす豊かな時間を一人でも多くの方にお届けし、
日本酒を愛してくださるファンの拡大に貢献すること。
そして豊かな恵みで私たちを育んでくれた、地元・新潟に恩返しすること。それが、石本酒造の使命です。

この使命を体現する場として、新商品開発および地域に人の流れを作り出す拠点施設を整備し、
売上高100億円への成⾧を目指します。

2045年の売上高100億円達成に向け、以下の施策を中核に、
年率10％成⾧を継続的に実現します。

・既存商品の販路拡大（国内、海外市場）
・新商品開発体制の確立
・観光事業等の新規事業の立ち上げ

・少量多品種生産に対応した生産ライン
・新商品開発機能
・生産者の高齢化よる原料調達の不安定化
・新規事業立ち上げのための人材育成

主力商品（日本酒）

〇本社所在地:新潟県新潟市江南区
〇事業概要:酒類（日本酒・本格焼酎・
リキュール）の製造及び販売、酒類の
卸売、酒類副産物の販売
〇常時使用する従業員:76名
（2026年2月時点）
〇現在の売上高:16億円
（ 2025年6月期）
〇法人番号:1110001001258
〇Web:https://koshinokanbai.co.jp

石本酒造株式会社（製造業）

・様々なバックグランドをもった社員が集まる
プロジェクトチームの組成

・組織体制の見直しと役割・責任の明確化
・評価制度の整備と賃上げを通じた
従業員のモチベーション向上

・海外市場、国内飲食と小売店ルートの開拓
・マーケットイン型商品開発体制の構築
・観光事業への参入
・異業種事業者との連携強化
・地元の生産者との連携強化と
自社農業事業を立ち上げによる原料の安定調達

事業所や製品の写真等


